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5， 準
一

次元 Jahn −Teller結晶で の 協力 的 Ja   一Teller

　　効果 とス ピ ン ダ イ ナ ミ ッ ク ス の 研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 田　中　秀　数

　CsNiCE
，
型 Jahn・Teller結晶 CsCuC1

：1 ，　 CsCrCl3 ，　 RbCrCl
，

の ESR ス ペ ク トル を ，

CsCuC13 を中心 に 詳 し く調 べ た が ， それ ぞれ の 物質で ス ペ ク トル に 異常な振舞い が観測 され

た 。 本論文で は ， こ れ らの 物 質 に お い て ，構造上一
次元的 に 作用す る 協力 的 Jahn・Teller効果

と ， そ れ に 依 っ て誘起 され る非線型格子振動 を静的 Jahn・Tener 効果 の 立 場 か ら議論 し ， そ の

非線型格子振動 と ESR ス ペ ク トル に 見 られ た異常な振舞い との 関係 を明 らかに して い る 。

6． ス ピ ン 系 に お け る ソ リ トン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 中　村　一　彦

　ま ず，一
次元 系で ソ リ トン の 一般的な ダイ ナ ミ ク ス お よ び統計力学 を論 じ ， つ い で，一

次元

ハ イ ゼ ン ベ ル ク強磁性体，反 強磁性体 ， イ ジ ン グ系に つ い て 現在ま で に 得 られ て い る ソ リ トン

解 お よび 著者 の 得 た新 し い ソ リ トン解 に つ い て 解説 し ， 最後に ， 最近 の 中性子 散乱に よ る ソ

リ トン の 間接的観測結果 ど それ に 関連 し て横磁場 を加え た場合 の イ ジ ン グモ デ ル で 動的構造

因子 を摂動 法に よ り解析的 に 求 め た結果 と を示 す。

7・ 〔（C4 ）3NH 〕Mn 　
1 −。

Co
。

C13 ・2HIO 系 の 磁 気共鳴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 松　原 郁　哉

　本論文は磁性混晶系 〔（CH3 ）3NH 〕Mn 、一置

C％ Cl3・2H20 に っ い て ， 室温 か ら He 温度まで

の 全温度範囲に わた っ て ESR ス ペ ク トル の 測 定 を行 い ，そ の 結果 を解析 した もの で あ る 。

Mn 化 合物 の 中に Co2
− 1

を少量混ぜ た 系 で は， − MhCl2 一
鎖 が磁 気的に 切れ る効果 と し て ， 純

粋な Mn 化合物 に 比 べ て ス ピ ン 相関関数の LTT が顕著 ecな り， 逆に Co 化合物 に Mn2
−1

を ド

ー
プ した 系で は ， Co2

−1
ス ピ ン と Mh 　

2− 1
ス ピ ン が互 い に 独 立 に 共 鳴す る の がみ られ る。こ れ
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